
人口と世帯（平成 21年 7月 1日現在）　1,722 世帯　（-2）　男 2,620 人（±0）　女 2,761 人（-6）　計 5,381 人（-6）
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月
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　花の谷公園で散歩中の片品保育所園児と、役場に来庁中だった玉川

アルプホルンクラブの皆さん。特徴的な楽器をさわったり、吹かせて

くれました。年中児でも音が出るんですね！　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月２９日

アルプホルン
ニュース 4～ 6

おしらせ 10 ～ 13

いたずらわんぱく・窓口から 14

「尾瀬の郷片品湧水群」の名水めぐり 2～ 3

我が家の自慢料理・方言 7

教育・生涯学習 8～ 9

三
山
で
山
開
き
式

　

日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
て
い

る
至
仏
山
（
２
２
２
８
ｍ
）
日
光

白
根
山
（
２
５
７
８
ｍ
）
上
州
武

尊
山
（
２
１
５
８
ｍ
）
の
山
開
き

が
そ
れ
ぞ
れ
の
登
山
口
で
行
わ
れ
、

地
元
の
観
光
産
業
の
発
展
と
登
山

者
及
び
関
係
者
の
安
全
を
願
う
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏

山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
登

山
の
際
は
事
前
に
し
っ
か
り
と
し

た
計
画
を
立
て
、
安
全
で
楽
し
い

登
山
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

日
光
白
根
山
菅
沼
登
山
口
の

山
開
き
の
様
子
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。   　

　
印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）7月 　8月

納期は 7月 31 日（金）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

20 日（月）　利根中央病院

15 日（土）　沼田脳神経外科
16 日（日）　国立沼田病院

さん伊藤　愛
  い  と  う　　  あい

２６歳
昭和 58 年 6月 4生まれ

（花咲）

３．片品をどう思いますか
　自然が豊かで、のんびりした人が
　多い村。

１．何処へお勤めですか 　
　利根沼田森林管理署
　花咲（鎌田）森林事務所です。

２．趣味は何ですか　
　スポーツ・山歩き。
　最近は地理を覚えるために、
　村内巡りをやってます。

４．村内のおすすめスポットは　
　ただいま村内を探索中。逆に教えて下さい！！

７．村民の方へメッセージをお願いします
　あまり目立たない事務所ですが、お気軽に寄って下さい！！

５．好きな異性のタイプ　
　おもしろみのある人。山が好きなら、なお良し。

2;Zd(7yH

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
７
人

６．目標があれば教えてください　
　片品村を隅々まで巡って、もっと詳しくなりたいです。

01日（土）　国立沼田病院

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
３
人

窓   

口   

か   

ら

平
成
21
年
５
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
６
月
19
日

井
上　

明
子　
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歳 
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田

宮
田　

健
治 　

89
歳 

東
小
川

星
野　

花
子 　

79
歳 

鎌　

田

荒
木　

貞
子　

 

77
歳 

鎌　

田

星　
　

安
一　

 

77
歳 

鎌　

田

須
藤　

文
子　

 

78
歳 

東
小
川

桑
原　

秀
二　

 

61
歳 

御
座
入

2 日（日）　沼田脳神経外科

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

午
前　

8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後　

12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
子 

大
介　

男　

颯
来　

鎌　

田

星
野 

文
昭　

女　

茜
里　

花　

咲

佐
藤 

聡
宏　

女　

成
葉　

戸　

倉

そ　

ら

あ
か
り

お

め

で

た

お

く

や

み

18 日（土）　内田病院

19 日（日）　利根中央病院

７
／
10
頃
〜　

　
　
　
　

尾
瀬
ヶ
原
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

７
／
11　

越
本
祇
園
祭

７
／
18　

東
小
川
夏
祭

７
／
19　

武
尊
神
社
夏
祭　

７
／
25　

笠
科
神
社
夏
祭

７
／
28･

29

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ（
丸
の
内
）

　
　
　
　

写
真
展
・
特
産
品
販
売

７
／
30　

戸
倉
天
王
祭

７
／
31　

尾
瀬
戸
倉
温
泉
納
涼
花
火
大
会

８
／
１･

２

　
　
　
　

川
口
市
た
た
ら
祭
特
産
品
販
売

８
／
８･

９

　
　
　
　

蕨
市
機
ま
つ
り
特
産
品
販
売　

命名
３年前、家族で滞在した沖縄が気に入り、子どもたちも沖
縄でできた友達とメールをしたりしていたところ、この子
を授かりました。家族の沖縄への思いと、琉球の「琉」と
いう字も意味が好きなので一文字もらい「琉生」と命名し
ました。

将来どんな人になってほしい
ですか

自分を見失わぬよう自信を持って、意味のある毎日を送れ
る人になってほしいです。

（父）星野　英二  （母）洋子さん（須賀川）のお子さん

琉生ちゃん 平成 20年 7月 26 日生まれ

る　い 
村制施行120周年

26 日（日）　沼田脳神経外科

今月の
納期は

国 民 健 康 保 険 税 第 1 期

★
婚
姻
さ
れ
た
方 

１
組

○
星
野　

一
郎　

土　

出

　

須
藤　

真
紀　

安
中
市

な
る
は

25 日（土）　利根中央病院

08 日（土）　月夜野病院
09 日（日）　利根中央病院

固 定 資 産 税 第 2 期
上 下 水 道 料 第 2 期
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7.4

7.8

8.2

7.5

7.6

7.7

7.6

7.7

7.3

硬度 0～ 60 軟水・硬度 10 ～ 100（美味しい水の条件）・PH6.5 ～ 8.5（飲み水としての条件）PH7.0 中性以
下酸性・以上アルカリ性

「尾瀬の郷片品湧水群」一覧

 硬　度 ＰＨ値 法的
管理（mg/L)一言メモ名水名写　真

大清水駐車場の物見小屋・大清水小
屋の売店先で店主のご好意により汲
めます。
鎌田の信号から１５㎞　　

戸倉第一駐車場入口、ぷらり館前関
所をくぐった所にあります。　　　

鎌田の信号から１０㎞　　

地域住民が利用している昔からの生
活水です。　　　　　　　　　　　

鎌田の信号から６㎞

北関東以北最高峰の日光白根山から
の伏流水で村内の一番高いところの
水場です。
丸沼高原スキー場入口
鎌田の信号から１２㎞

霊験あらたかな水として地域の人に
親しまれ、集落の人達が清掃活動を
行っています。
役場から御座入へ３㎞　

名水百選の認定を記念し、多くの方
のために「花の駅・片品」の玄関隣
りに設置。
武尊口の信号から５㎞　

大量に湧き出る本物の湧水を目の当
たりで見られ、触れる事もできる村
内唯一の場所です。
武尊口の信号から９㎞

標高９３５．8ｍ（くみにこいや！）
からの出水は地域の人たちに守られ
ています。
武尊口の信号から５㎞

標高９３５．8ｍ（くみにこいや！）
からの出水は地域の人たちに守られ
ています。
武尊口の信号から５㎞

大清水湧水

戸倉湧水

伊閉町の清水

花の谷湧水

観音様の水

武尊の恵水

武尊湧水

花咲の出水

丸沼高原涼水

19.0

19.0

55.0

22.0

22.0

18.0

11.0

18.0

28.0

○

○

ー

ー

ー

○

ー

ー

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

オオシミズユウスイ

トクラユウスイ

イカンチョウノシミズ

ハナノタニユウスイ

カンノンサマノミズ

ホタカノメグミ

ホタカノユウスイ

ハナサクノデミズ

マルヌマコウゲンリョウスイ

山の水場
Ａ. 岩清水 Ｂ. 菩薩界の水

車で行ける水場 

「
尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
」
の
名
水
め
ぐ
り

　

尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
は
、
優
れ
た
水
質
に
加
え
清
掃
、
植
林
、
山
林
保
全
、
環
境
活
動
等
村

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
長
年
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
平
成
20
年
６
月
「
平
成
の
名
水
百
選
」
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
を
機
に
村
内
各
地
に
あ
っ
た
水
場
、
ま
た
、
整
備
し
た
水
場
を
名
水
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
（
Ａ

４
版
表
裏
）
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

湧
水
は
地
表
水
に
比
べ
る
と
安
定

し
た
供
給
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

古
く
か
ら
飲
料
、
洗
濯
、
農
業
な
ど

に
広
く
利
用
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生

活
や
生
業
に
深
く
結
び
つ
い
た
存
在

で
あ
り
ま
し
た
。

　

河
川
の
水
資
源
に
乏
し
い
島
々
で

は
、
地
域
住
民
が
湧
水
を
特
に
大
切

に
利
用
、
管
理
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
開
発
途
上
国
に
あ
っ
て
も
、

上
水
道
が
未
整
備
な
地
域
や
安
全
な

水
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い

る
地
域
が
広
範
に
残
っ
て
い
る
た
め

に
、
湧
水
は
井
戸
と
な
ら
ん
で
住
民

に
と
っ
て
大
切
な
生
活
用
水
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

片
品
村
は
日
本
百
名
山
の
至
仏
山
、

日
光
白
根
山
、
上
州
武
尊
山
な
ど
２

０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
水
環

境
に
も
恵
ま
れ
た
土
地
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
山
岳
に
降
り
注
い
だ
雨
や

雪
が
長
い
年
月
を
か
け
て
濾
過
さ
れ

湧
き
水
と
な
っ
て
地
表
に
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

名
水
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
た

水
場
は
、国
道
１
２
０
号
・
４
０
１
号
・

県
道
64
号
の
各
道
路
か
ら
近
い
位
置

に
９
ヶ
所
あ
り
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

民
間
検
査
機
関
に
水
質
検
査
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
硬
度
（
美
味
し
い

水
の
条
件
）・
Ｐ
Ｈ（
飲
み
水
と
し
て

の
条
件
）
と
も
に
満
た
し
て
お
り
、

ど
ち
ら
も
ア
ル
カ
リ
性
の
軟
水
と
い

う
こ
と
で
ま
ろ
や
か
で
す
。
場
所
に

よ
っ
て
は
味
が
違
う
と
言
わ
れ
る
通

の
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

各
新
聞
社
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た

と
こ
ろ
、
週
末
ま
で
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
送
付
の
６
割
以
上
が
名
水
め

ぐ
り
マ
ッ
プ
を
希
望
の
お
客
さ
ま
か

ら
で
し
た
。
改
め
て
水
へ
の
関
心
と

新
聞
の
効
果
に
納
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
た
名
水
め

ぐ
り
と
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
温
泉
・

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
収
穫
体
験
・
ゼ
ミ
・

紅
葉
狩
り
な
ど
と
併
せ
る
こ
と
に
よ

り
清
潔
で
魅
力
あ
る
新
た
な
観
光
の

可
能
性
と
名
水
を
利
用
し
た
加
工
品

作
り
な
ど
、
消
費
者
に
も
安
心
・
新

鮮
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
に
掲
載
以
外
に
も
個
人

で
引
い
て
い
る
湧
水
、
地
区
を
流
れ

る
湧
水
な
ど
あ
り
ま
す
。

　

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
水

の
需
要
も
多
く
な
り
、
水
場
の
関
心

度
が
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地

域
の
財
産
で
も
あ
る
の
で
皆
さ
ん
で

協
力
し
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

名
水
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
む
ら
づ
く
り

観
光
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

水場で遊ぶ小学生が手にする名水めぐりマップ（掲示用）

日本百名山で修験者の山と知ら
れる武尊山の唯一の水場です。
武尊牧場キャンプ場から徒歩３
時間

尾瀬沼への登山道三平峠下にあ
り、群馬県の山岳水場の中で最
も綺麗な水と言われている。
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環

境

大

臣

表

彰

受

賞

シ

ラ

ネ

ア

オ

イ

を

守

る

会

平
成
21
年
度
利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

シラネアオイを守る会会長の星野大吉さんと千明村長

　

環
境
省
で
は
、
地
域
の
環
境
保
全

に
関
し
、
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
人
や
団
体
に
対
し
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
る
た
め
、
毎
年
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、「
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
を
守
る
会
」
が
地
域
環
境
保

全
功
労
者
と
し
て
、
環
境
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
」
の

日
光
白
根
山
に
お
け
る
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
の
復
元
作
業
や
自
然
保
護
活
動
な

ど
の
長
年
に
渡
る
地
道

な
活
動
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
26
日
（
金
）
に

は
、
復
元
作
業
が
行
わ

れ
、
守
る
会
の
メ
ン

バ
ー
を
始
め
県
立
尾
瀬

高
校
生
徒
や
日
本
製
紙

か
ら
参
加
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
１
０

５
人
が
、
自
然
公
園
指

導
員
の
指
導
に
よ
り
、

山
麓
か
ら
運
ば
れ
た

苗
、
１
２
０
株
を
弥

陀
ヶ
池
の
西
側
斜
面
に

移
植
し
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
（
日
）
沼
田
公
園
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
、
消
防
団
員
の
機
械

器
具
の
取
扱
い
と
操
作
技
術
の
向
上

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

第
５
分
団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に

第
２
分
団
が
出
場
、
４
月
中
旬
か
ら

東
消
防
署
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
毎

晩
練
習
を
重
ね
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で

第
２
分
団
が
第
６
位
に
入
賞
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
第
５
分
団
は
小
差
で
お

し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

両
分
団
の
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
長

期
に
わ
た
り
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

ま
た
、
激
励
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
の
心
強
い
ご
声
援
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
第
５
分
団
）

　
　

指
揮
者　

大　

竹　

秀　

幸

　
　

１
番
員　

笠　

原　
　
　

勉

　
　

２
番
員　

入　

澤　
　
　

敦

　
　

３
番
員　

佛　

川　

政　

利

　

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
第
２
分
団
）

　
　

指
揮
者　

飯　

塚　

正　

明

　
　

１
番
員　

井　

上　

憲
一
郎

　
　

２
番
員　

三　

浦　

幸　

治

　
　

３
番
員　

星　

野　

光　

彦

　
　

４
番
員　

飯　

塚　

雄　

一

村
内
各
地
で
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
開
催

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者

の
生
き
甲
斐
づ
く
り
や
介
護
予
防
の

た
め
に
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
を
地
区
ご
と
に
年
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
９
日
、
花
咲
の
湯
に
お
い
て

第
一
区
の
80
才
以
上
の
高
齢
者
や
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
33
名
が
集

い
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
ま

し
た
。
南
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
歌

や
遊
技
に
参
加
者
か
ら
は
「
か
わ
い

い
ね
」
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
食
や
入
浴
な
ど
の
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
次
回
の
サ

ロ
ン
を
楽
し
み
に
会
場
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。

シラネアオイの苗を植える尾瀬高生

第
26
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

　

５
月
31
日
（
日
）
正
田
醤
油
ス
タ

ジ
ア
ム
群
馬
（
前
橋
）
を
主
会
場
と

し
て
第
26
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

と
し
て
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
る

各
種
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る

大
会
と
し
て
、
あ
か
ぎ
国
体
の
翌
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
雨
天
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
予
定
通
り
全
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
綱
引
き
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
見

事
優
勝
、
８
０
０
ｍ
リ

レ
ー
も
第
三
位
、
オ
ー

プ
ン
種
目
の
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
も
好
成
績
を
収
め
片

品
村
は
他
を
圧
倒
し
た

強
さ
で
、
村
の
部
で
12

回
目
の
総
合
優
勝
を
収

め
ま
し
た
。

　

選
手
及
び
役
員
、
応

援
の
皆
さ
ん
、
早
朝
よ

り
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

見
事
優
勝
！
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

余裕の優勝！第３区綱引き

第  

54
回
片
品
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
２
日
（
火
）、
サ
エ
ラC.C

尾
瀬
に
お
い
て
、
第
54
回
片
品
村
民

ゴ
ル
フ
大
会
兼
第
15
回
区
対
抗
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
各

区
選
手
を
は
じ
め
１
１
７
名
が
参
加

し
力
強
い
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
を
放
っ
て

い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

★
区
対
抗
成
績

　

優　

勝　
　

第
６
区

　

準
優
勝　
　

第
８
区

　

第
三
位　
　

第
１
区

★
村
民
ゴ
ル
フ
成
績

　

優　

勝　

桑
原　

豊
平
（
２
区
）

　

準
優
勝　

植
田　

浩
二
（
１
区
）

　

第
三
位　

萩
原　

晴
信
（
８
区
）

   

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス　

　
　
　
　
　

奥
原　

昭
夫
（
70
）

第  

15
回
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

ロ

ボ

ッ

ト 

で

き

た

よ

　

６
月
20
日(

土)

、
片
品
村
役
場

２
階
研
修
室
に
て
、
か
た
し
な
子
ど

も
教
室
「
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
に
挑
戦

し
よ
う
Ⅱ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
体
験
活
動

を
目
的
と
し
、
今
回
は
科
学
技
術
に

触
れ
る
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

26
組
の
親
子
が
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク

を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
と
、
自

分
で
工
夫
し
て
改
造
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
競
技
会
を
行
い
ま
し
た
。
競

技
の
内
容
は
、
転
が
っ
て
き
た
ボ
ー

ル
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
打
ち
、
ボ
ー
ル
の

転
が
る
方
向
と
距
離
を
競
う
も
の
で

し
た
。

　

講
師
お
よ
び
指
導
は
、
群
馬
大
学

工
学
部
の
山
田
功
先
生
と
、
研
究
室

の
学
生
さ
ん
た
ち
に
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護

者
と
協
力
し
、
休
憩
時
間
も
惜
し
み

夢
中
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
つ
く
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
い
た
と
き
や
、

ボ
ー
ル
を
う
ま
く
打
て
た
と
き
は
、

「
や
っ
た
ー
、
大
成
功
！
」
な
ど
と

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
、
科
学
技
術
の
お

も
し
ろ
さ
、
工
夫
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
や
む
ず
か
し
さ
な
ど
を
、
子
ど
も

た
ち
に
少
し
で
も
伝
え
ら
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
片
品
村
教
育
委
員
会
）

1 区のみなさんの肩をたたく南保育園児

ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
児
童
と
ロ
ボ
ッ
ト

子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
受
給

資
格
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
８
月
１
日
よ
り
福
祉

医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
子
ど

も
（
中
学
３
年
生
ま
で
）
の
福
祉

医
療
受
給
資
格
者
証
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
７
月
中
に

交
付
い
た
し
ま
す
の
で
８
月
か
ら

医
療
機
関
を
受
診
の
際
に
は
、
必

ず
新
し
い
福
祉
医
療
受
給
資
格
者

証
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
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おしらせ

広 報 か た し な        H21 . 07

おしらせ

11 広 報 か た し な        H21 .07

お 

し 

ら 

せ

脇
屋
主
三
彩
画
展
開
催

試　
　
　

験

第
11
回
「
21
世
紀
の
森
」

野
外
音
楽
祭
開
催
に
つ
い
て

水環境を改善しましょう
８月１日に「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険証」を
一斉更新します。
 　 「後期高齢者医療被保険者証」は、村内に住所を有する 75 歳
以上の人（75 歳未満でも、65 歳以上の一定の障害者を含む。）
に交付されます。
　保険証には、被保険者番号や氏名等のほか、一部負担金の割
合（１割又は３割）が記載されますが、この割合は、前年の課税
所得と収入によって決められます。新しい保険証の有効期間は、
本年８月１日から平成 22 年７月 31 日までの１年間です。新しい
保険証の色は、茶色で、緑色の封筒に入っています。８月１日以
降受診時には医療機関窓口に提示してください。保険証の交付は、
全戸に配布する後期高齢者医療被保険者証交付日程表をご覧の
上、手続きをしてください。
[ 更新の際に必要になるもの ]
・旧後期高齢者医療被保険者証・印鑑
「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）限度額適用・標準負担額
減額認定証の更新について」
　限度額適用・標準負担額減額認定証は、村民税非課税の世帯
の場合、入院の際に医療機関の窓口に提示していただくと、入院
時の自己負担上限額と食事代等の負担額が軽減されます。　現在、
交付されている減額認定証の有効期限は平成２１年７月３１日ま
でとなっており、引き続き交付を受けるためには、申請が必要と
なりますので、保険証交付時及び保健福祉課窓口で手続きをして
下さい。
[ 申請の際に必要になるもの ]
・後期高齢者医療被保険者証・印鑑
●問い合わせ先
　片品村役場保健福祉課　　　　　☎0278（58）2115
　群馬県後期高齢者医療広域連合　☎027（256）7171

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）被保険
者証の更新について

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
で
前
橋
市
在

住
の
画
家
脇
屋
主
三
氏
の
、
尾
瀬
を

は
じ
め
武
尊
や
丸
沼
、
生
命
の
里
片

品
村
を
描
く
彩
画
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
村
民
の
皆
様
も
是

非
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

平
成
21
年
７
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

〜
７
月
17
日
（
金
）

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●
場
所　

花
の
駅
・
片
品　

花
咲
の

　
　
　
　

湯
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

J and S

企
画　

　

高
崎
市
東
貝
沢
町
４-

26-

２　

　

☎
０
２
７
（
３
９
５
）
９
３
２
２「尾瀬に生きる」油彩 F30

● 

期
間　

７
月
11
日
〜
20
日

●
ス
ロ
ー
ガ
ン　
『
無
く
す
事
故　

群

馬
の
道
か
ら
わ
が
身
か
ら
』

● 

運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
６

月
１
日
か
ら
道
路
交
通
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
違
反
者
等
に
対
す
る
行

政
処
分
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
転
者
は
安
全
運
転
を
励
行
す
る

と
と
も
に
、
歩
行
者
は
反
射
材
等
目

立
つ
物
を
身
に
つ
け
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
日　

時　

平
成
21
年
８
月
23
日

　

第
一
部　

午
前
11
時
〜

　

第
二
部　

午
後
２
時
〜

　

柳
ジ
ョ
ー
ジ
・
中
村
あ
ゆ
み

●
場　

所　

群
馬
県
立
森
林
公
園

　
　
　
　
　
「
21
世
紀
の
森
」

●
チ
ケ
ッ
ト

　

前
売
券　

３
０
０
０
円

　

当
日
券　

３
５
０
０
円

　

※

中
学
生
以
下
は
無
料
で
す

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
建
設
課
窓
口

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
３

　

農
林
建
設
課
窓
口
で
も
前
売
券
を

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
希
望

の
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　　

こ
の
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
く
じ
）」
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
賞
金　

１
等
＝
２
億
円×

39
本
、

前
後
賞
５
、
０
０
０
万
円
、
２
等
＝

１
億
円×

39
本　

他

●
発
売
期
間　

平
成
20
年
７
月
13
日

（
月
）
か
ら
７
月
31
日(

金)

ま
で

●
抽
選
日　

　

平
成
21
年
８
月
11
日
（
火
）

●
支
払
開
始
日　

　

平
成
21
年
８
月
18
日
（
月
）

　

片
品
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

及
び
片
品
村
下
水
道
条
例
に
よ
り
、

新
た
に
指
定
を
受
け
た
工
事
店
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
工
事
店　

染
谷
設
備　

・
住　

所　

沼
田
市
横
塚
町

※

給
水
装
置
及
び
下
水
道
排
水
設
備

の
工
事
は
、
片
品
村
の
指
定
を
受
け

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
群
馬

県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
！

「
片
品
村
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
」
及
び
「
片
品
村
下
水
道
排
水
設

備
指
定
工
事
店
」
指
定
の
お
知
ら
せ

た
者
で
な
け
れ
ば
行
う
事
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国
有
林

を
訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
国
有
林
野
内
で
安
全
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
留
意
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
動
植
物
の
保
護
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

・
樹
木
を
傷
付
け
た
り
、
林
産
物
を

搾
取
し
た
場
合
は
法
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

・
保
安
林
内
で
は
、
樹
木
の
損
傷
、

下
草
の
採
取
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
歩
道
、
広
場
以
外
へ
の
立
ち
入
り

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
立
入
制
限
の
表
示
が
あ
る
区
域
に

は
、
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
休
息
な
ど
で
立
ち
止
ま
る
場
合
に

は
、
落
下
す
る
枝
が
な
い
か
、
落
石

の
危
険
が
な
い
か
な
ど
、
安
全
な
場

所
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

・
登
山
は
自
己
責
任
が
原
則
で
す
。

天
候
や
登
山
情
報
を
確
認
し
、
十
分

な
装
備
で
登
山
計
画
を
立
て
、
家
庭

国
有
林
か
ら
の
お
願
い

へ
の
連
絡
や
登
山
者
カ
ー
ド
の
記
入

な
ど
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
悪
天
候
の
時
に
は
入
林
を
控
え
て

く
だ
さ
い
。

・
ご
み
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

・
タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
後
始
末
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

利
根
沼
田
森
林
管
理
署　

　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
）
５
５
３
５

●
職
種　

一
般
職
・
看
護
士

●
受
験
資
格

・
一
般
職　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
他
試
験
要
項
に
該
当
す
る

こ
と
）

・
看
護
士　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
看
護
士
の
資
格
を
有
す
る
人
、

又
は
平
成
22
年
４
月
ま
で
に
首
都
組

み
込
み
の
人
。

●
試
験
日　

　

平
成
21
年
９
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
よ
り

●
採
用
予
定
人
員　

利
根
沼
田
広
域
圏
職
員
採
用
試
験

　私たちの日常生活で発生する生活排水が近所
の小川や水路の水を汚してしまいます。
　この対策として、現在二通りの方法がありま
す。
　一つは、公共下水道や農業集落排水施設に
接続すること。
　もう一つは、合併処理浄化槽を設置すること
です。
　片品村では、戸倉、土出、越本、菅沼、花咲、
針山地区で下水道が整備されています。
　下水道は、各家庭の生活排水を地下に埋設し
た管渠（下水道管とマンホール）を使い処理場
まで導ききれいに処理して川に放流しています。
　処理場で処理した水はそのまま魚が住めるほ
ど浄化されています。
　せっかくの施設を有効利用するために下水道
に接続できる地域にお住みの方はお早めに接続
して頂くようお願い致します。
　このほかの地区では、合併処理浄化槽を設置
して頂くわけですが、現在の合併処理浄化槽は、
正しく管理すれば下水処理場と変わらない性能
を持っています。　
　設置のための補助制度もありますので是非設
置してください。
　昨年、片品村の湧水群が平成の名水百選に
選ばれました。
　片品村の環境の良さを全国に発信するために
も是非生活排水の処理を推進しましょう。

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

年

金

だ

よ

り

　

国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請

を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
及
び
世

帯
主
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
世
帯

主
は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ

れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
免
除
（
若
年
者
納

付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶
予
）

さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除

（
４
分
の
１
納
付
）、
半
額
免
除
（
半

額
納
付
）、
４
分
の
１
免
除
（
４
分

の
３
納
付
）
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
ま
た
は
４
分
の
１
免
除
が
承
認

さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料

を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
及

び
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、

翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請

（
継
続
申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
失
業
等
に
よ
る
理
由
を
除
く
）。

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継
続

申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
一
部
免
除

の
承
認
を
受
け
て
い
た
方
は
、
６
月

で
承
認
期
間
が
切
れ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
免
除
等
を
希
望
す
る
場
合
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
片

品
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
へ
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７
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税　
　
　

金

輝
�
�
�
�
�

　

高
山　

祐
二
さ
ん
（
花
咲
）

保 　

健　

 

だ　

 

よ　

 

り

　

梅
雨
に
入
り
、
い
よ
い
よ
暑
い

夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
食
中
毒
へ
の
注

意
が
必
要
で
す
。
食
中
毒
は
、
目

に
見
え
な
い
「
細
菌
」
が
繁
殖
す

る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

　

保
健
だ
よ
り
で
は
、
以
前
「
家

庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
６
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介
し
ま
し
た

（
平
成
19
年
８
月
号
）。
今
回
は
、

そ
の
中
で
も
細
菌
を
繁
殖
さ
せ
な

い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
ら
い

し
ま
す
。

１
．
生
肉
や
魚
を
購
入
し
た
時
や

家
で
保
存
す
る
時
は
、
汁
が
他
の

食
品
に
付
か
な
い
よ
う
、
個
包
装

し
ま
し
ょ
う
。

２
．
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
食
品
を

詰
め
す
ぎ
る
こ
と
は
避
け
、
な
る

べ
く
早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

３
．
冷
凍
物
は
室
温
で
解
凍
せ
ず
、

冷
蔵
庫
や
電
子
レ
ン
ジ
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。
一
度
解
凍
し
た
物
を

　

７
月
号
で
は
、
花
咲
に
お
住
ま
い

の
会
社
員　

高
山
祐
二
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

川
場
村
の
永
井
酒
造
に
お
勤
め
の

高
山
さ
ん
は
、
天
気
が
良
い
日
は
オ

ー
ト
バ
イ
に
跨
り
背
峰
峠
を
通

い
ま
す
。

　

一
般
職
若
干
名

　

看
護
士
若
干
名

●
採
用
予
定
期
日　

　

平
成
22
年
４
月
１
日

●
申
込
書
請
求
先
・
提
出
先　

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課

●
受
付
期
間　

　

平
成
21
年
８
月
３
日
（
金
）
か
ら

　

８
月
28
日
（
金
）
ま
で　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

　

備
組
合
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎（
２
２
）
３
６
９
１

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

・
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

・
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

放
送
大
学
10
月
生
募
集

・
お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

☎
０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
認
定
長
期
優
良
住
宅
と
は
？

　

平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
し
、

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
群
馬
県
が
認
定
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

●
減
額
内
容

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て

平成 21年度  軽自動車税第１期・固定資産税第１期　納税率調（税額）

軽自動車税 村全体（軽自動車税）
（平成21年　6月10日現在）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
固定資産税 村全体（固定資産税）

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
の
適
用
期
間
を
一
般
住
宅

よ
り
延
長
し
ま
す
。

●
主
な
要
件

　

床
面
積
が
50
㎡
以
上
280
㎡
以
下
。

●
減
額
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
？

　

認
定
を
受
け
発
行
さ
れ
た
長
期
優

良
住
宅
認
定
通
知
書
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
減
額
措
置
に
つ
い
て

　

役
場
住
民
課　

　

資
産
税
係

　

☎（
５
８
）
２
１
１
６

・
長
期
優
良
住
宅
認

　

定
に
つ
い
て

　

沼
田
土
木
事
務
所

　

☎（
２
４
）
５
５
１
１

群
馬
県
優
良
県
産
品
推
奨
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

群
馬
県
で
は
県
民
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
県
外
か
ら
の
お
客
様
が
県
産
品

を
購
入
さ
れ
る
際
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、「
優
良
県
産
品
制
度
」
を
設
け
て
お
り
、

平
成
22
年
４
月
か
ら
24
年
３
月
ま
で
の
２

年
間
推
奨
す
る
商
品
に
つ
い
て
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。　
　
　

　

対
象
と
な
る
県
産
品
は
、
製
造
ま
た
は

加
工
の
最
終
段
階
が
群
馬
県
内
で
行
わ
れ

た
商
品
で
、
県
内
の
製
造
業
者
名
の
表
示

に
よ
り
消
費
者
に
販
売
さ
れ
る
食
料
品
や

民
・
工
芸
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、

優
良
県
産
品
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
群
馬

県
よ
り
「
推
奨
状
」
が
授
与
さ
れ
、
県
や

関
係
諸
機
関
な
ど
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

優
良
県
産
品
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
所
定
の
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添

付
し
て
は
７
月
31
日
ま
で
に
片
品
村
役
場

む
ら
づ
く
り
観
光
課
☎（
５
８
）
２
１
１

２
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

む
ら
づ
く
り
観
光
課
、
ま
た
は
群
馬
県
観

光
物
産
課
・
宣
伝
物
産
係
☎
０
２
７
（
２

２
６
）
３
３
８
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ビューエル「ファイヤーボルト」と
ハーレーＦＬＨＴＣ（右）

　

そ
ん
な
大
排
気
量
を
乗
り
こ
な
す

高
山
さ
ん
の
オ
ー
ト
バ
イ
歴
は
36
年
、

13
台
を
乗
り
継
い
で
き
た
と
の
こ
と

で
、
現
在
は
、
写
真
の
ハ
ー
レ
ー
と

ハ
ー
レ
ー
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
独
立

し
て
開
発
し
た
ブ
ラ
ン
ド
「
ビ
ュ
ー

エ
ル
」、
新
潟
の
ラ
イ
ダ
ー
か
ら
乗
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
譲
り
受
け
た
ス

ペ
イ
ン
の
「
ガ
ス
ガ
ス
」
ホ
ン
ダ
の

ト
レ
ー
ル
「
Ｘ
Ｌ
Ｒ
」
の
４
台
。

　

自
宅
か
ら
近
い
所
に
林
道
が
何
本

も
あ
り
、
気
が
向
く
と
道
に
あ
っ
た

オ
ー
ト
バ
イ
で
走
り
に
行
き
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
、
片
品
村
に
も
ツ
ー

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
幾
つ
か
有
り
活
動

も
盛
ん
で
、
高
山
さ
ん
も
「
尾
瀬
ツ

ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
日
本

中
を
旅
し
た
そ
う
で
す
。

　

全
国
的
な
オ
ー
ト
バ
イ
ブ
ー
ム
が

終
わ
る
頃
、
片
品
村
で
も
オ
ー
ト
バ

イ
を
手
放
す
人
が
多
く
な
り
、
ク
ラ

ブ
は
い
つ
の
間
に
か
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
高
山
さ
ん
は
単
独
で
ハ
ー

レ
ー
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
テ
ン
ト
を
積
ん
で
参
加
し

て
い
ま
す
。
年
間
３
回
く
ら
い
の
ペ

ー
ス
で
す
が
、
ハ
ー
レ
ー
乗
り
と
夜

通
し
ワ
イ
ワ
イ
や
る
の
が
楽
し
み
な

の
だ
そ
う
で
す
。

※

将
来
は
「
ハ
ー
レ
ー
を
集
め
て
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
き
た
ら
い

い
ね
」
と
話
す
高
山
さ
ん
、
い
つ
ま

で
も
素
敵
な
ラ
イ
ダ
ー
で
い
て
く
だ

さ
い
。
無
事
故
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
＝
１
９

０
３
年
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ミ
ル

ウ
ォ
ー
キ
ー
で
自
転
車
用
バ
イ
ク
エ

ン
ジ
ン
の
開
発
か
ら
行
い
「
ハ
ー
レ

ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
第
１
号
」
が
誕
生

し
た
（
単
気
筒
エ
ン
ジ
ン
／
排
気
量

409cc

／
3
馬
力
）

　

今
の
愛
車
は
義
父
か
ら
譲
り

受
け
た
米
国
制
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ

ッ
ド
ソ
ン
Ｆ
Ｌ
Ｈ
Ｔ
Ｃ
。

　

こ
の
オ
ー
ト
バ
イ
は
ハ
イ
ウ

ェ
イ
を
二
人
乗
り
で
荷
物
を
沢

山
積
ん
で
何
日
も
走
れ
る
様
に

作
っ
て
あ
り
、
排
気
量
は
１
４

５
０
Ｃ
Ｃ
、
車
重
も
３
０
０
キ

ロ
を
軽
く
超
え
ま
す
。　

　

狭
い
道
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
は
慣

れ
た
人
で
も
勇
気
が
必
要
で
す
。

スペイン製トライアル車
「ガスガス」

再
び
冷
凍
・
解
凍
し
使
う
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

４
．
手
洗
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
を
扱
う
前
後
、
残
り
物
を
保

存
す
る
前
後
等
、
こ
ま
め
に
洗
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

５
．
加
熱
す
る
も
の
は
十
分
に
加

熱
し
、
刺
身
等
の
生
も
の
は
冷
蔵

庫
か
ら
出
し
た
ら
早
め
に
食
べ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
残
り
物
を
室
温

に
放
置
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

６
．
色
や
に
お
い
が
変
わ
っ
て
い

る
と
き
は
、
迷
わ
ず
捨
て
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
色
や
に
お
い
が
変
わ

ら
な
く
て
も
、
細
菌
が
繁
殖
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　　
　

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か

り
抑
え
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。

３年間 １／２　一戸建

マンション

一般住宅特例 長期優良住宅

５年間 １／２

７年間 １／２５年間 １／２




